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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年5月14日(2020.5.14)

【公開番号】特開2018-191541(P2018-191541A)
【公開日】平成30年12月6日(2018.12.6)
【年通号数】公開・登録公報2018-047
【出願番号】特願2017-96137(P2017-96137)
【国際特許分類】
   Ａ２３Ｌ  27/00     (2016.01)
   Ａ２３Ｌ  19/00     (2016.01)
   Ａ２３Ｌ  27/10     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ａ２３Ｌ   27/00     　　　Ｚ
   Ａ２３Ｌ   19/00     　　　Ａ
   Ａ２３Ｌ   27/10     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月3日(2020.4.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
アブラナ科野菜含有飲食品であって、
　その含有成分は、少なくとも、（Ａ）：フェニルアセトアルデヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃ
ｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）であり、かつ、
　（Ａ）：フェニルアセトアルデヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）と、（
Ｂ）：２－ヘキセナール（２－Ｈｅｘｅｎａｌ）、（Ｃ）：１－オクテン－３－オン（１
－Ｏｃｔｅｎｅ－３－ｏｎｅ）、及び（Ｄ）：ジメチルトリスルフィド（Ｄｉｍｅｔｈｙ
ｌｔｒｉｓｕｌｆｉｄｅ）との含有量の関係が、
０≦（Ｂ）/（Ａ）≦０．００５３９、
０≦（Ｃ）/（Ａ）≦０．０４３５、かつ、
０≦（Ｄ）/（Ａ）≦０．２９０である。
【請求項２】
アブラナ科野菜含有飲食品であって、
　その含有成分は、少なくとも、（Ａ）：フェニルアセトアルデヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃ
ｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）であり、かつ、
　（Ａ）：フェニルアセトアルデヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）と、（
Ｂ）：２－ヘキセナール（２－Ｈｅｘｅｎａｌ）、（Ｃ）：１－オクテン－３－オン（１
－Ｏｃｔｅｎｅ－３－ｏｎｅ）、及び（Ｄ）：ジメチルトリスルフィド（Ｄｉｍｅｔｈｙ
ｌｔｒｉｓｕｌｆｉｄｅ）との含有量の関係が、
０．００１８７≦（Ｂ）/（Ａ）≦０．００５３９、
０．０１２９≦（Ｃ）/（Ａ）≦０．０４３５、かつ、
０．０６０７≦（Ｄ）/（Ａ）≦０．２９０である。
【請求項３】
請求項１又は２に記載のアブラナ科野菜含有飲食品であって、
　当該アブラナ科野菜含有飲食品のＢｒｉｘを５．０に換算したときの（Ａ）：フェニル
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アセトアルデヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）の含有量（ｐｐｂ）は、８
９．０以上である。
【請求項４】
請求項１又は２に記載のアブラナ科野菜含有飲食品であって、
　当該アブラナ科野菜含有飲食品のＢｒｉｘを５．０に換算したときの（Ａ）：フェニル
アセトアルデヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）、（Ｂ）：２－ヘキセナー
ル（２－Ｈｅｘｅｎａｌ）、（Ｃ）：１－オクテン－３－オン（１－Ｏｃｔｅｎｅ－３－
ｏｎｅ）、及び（Ｄ）：ジメチルトリスルフィド（Ｄｉｍｅｔｈｙｌｔｒｉｓｕｌｆｉｄ
ｅ）の含有量（ｐｐｂ）は、
（Ａ）：８９．０以上１０７．０以下、
（Ｂ）：０．２０以上０．４８以下、
（Ｃ）：１．３８以上３．８７以下、及び
（Ｄ）：６．５０以上２５．８３以下である。
【請求項５】
請求項１～４の何れかに記載のアブラナ科野菜含有飲食品であって、（Ａ）：フェニルア
セトアル
デヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）と、（Ｅ）：ブチルイソチオシアネー
ト（Ｂｕｔｙｌｉｓｏｔｈｉｏｃｙａｎａｔｅ）との含有量の関係が、
０≦（Ｅ）／（Ａ）≦０．０００４５である。
【請求項６】
アブラナ科野菜含有飲食品であって、
　当該アブラナ科野菜含有飲食品のＢｒｉｘを５．０に換算したときの（Ａ）：フェニル
アセトアルデヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）、（Ｂ）：２－ヘキセナー
ル（２－Ｈｅｘｅｎａｌ）、（Ｃ）：１－オクテン－３－オン（１－Ｏｃｔｅｎｅ－３－
ｏｎｅ）、及び（Ｄ）：ジメチルトリスルフィド（Ｄｉｍｅｔｈｙｌｔｒｉｓｕｌｆｉｄ
ｅ）、の含有量（ｐｐｂ）は、
（Ａ）：８９．０以上１０７．０以下、
（Ｂ）：０．２０以上０．４８以下、
（Ｃ）：１．３８以上３．８７以下、かつ
（Ｄ）：６．５０以上２５．８３以下である。
【請求項７】
請求項５又は６に記載のアブラナ科野菜含有飲食品であって、
　当該アブラナ科野菜含有飲食品のＢｒｉｘを５．０に換算したときの、（Ｅ）：ブチル
イソチオシアネート（Ｂｕｔｙｌｉｓｏｔｈｉｏｃｙａｎａｔｅ）の含有量（ｐｐｂ）は
、
（Ｅ）：０以上０．０４以下である。
【請求項８】
請求項１～７の何れかに記載のアブラナ科野菜含有飲食品であって、
当該飲食品が、搾汁液、エキス（抽出液）、又は紛体の何れかである。
【請求項９】
請求項１～８の何れかに記載のアブラナ科野菜含有飲食品であって、当該飲食品の原料が
、少なくともブロッコリー、タマネギ、セロリ、及びニンジンである。
【請求項１０】
アブラナ科野菜含有飲食品のコクを強化する方法であって、調整されるのは、（Ａ）：フ
ェニルアセトアルデヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）、（Ｂ）：２－ヘキ
セナール（２－Ｈｅｘｅｎａｌ）、（Ｃ）：１－オクテン－３－オン（１－Ｏｃｔｅｎｅ
－３－ｏｎｅ）、及び（Ｄ）：ジメチルトリスルフィド（Ｄｉｍｅｔｈｙｌｔｒｉｓｕｌ
ｆｉｄｅ）の含有量であり、（Ａ）～（Ｄ）の含有量の関係が、
０≦（Ｂ）/（Ａ）≦０．００５３９、
０≦（Ｃ）/（Ａ）≦０．０４３５、かつ、
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０≦（Ｄ）/（Ａ）≦０．２９０である。
【請求項１１】
アブラナ科野菜含有飲食品のコクを強化する方法であって、調整されるのは、（Ａ）：フ
ェニルアセトアルデヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）、（Ｂ）：２－ヘキ
セナール（２－Ｈｅｘｅｎａｌ）、（Ｃ）：１－オクテン－３－オン（１－Ｏｃｔｅｎｅ
－３－ｏｎｅ）、及び（Ｄ）：ジメチルトリスルフィド（Ｄｉｍｅｔｈｙｌｔｒｉｓｕｌ
ｆｉｄｅ）の含有量であり、（Ａ）～（Ｄ）の含有量の関係が、
０．００１８７≦（Ｂ）/（Ａ）≦０．００５３９、
０．０１２９≦（Ｃ）/（Ａ）≦０．０４３５、かつ、
０．０６０７≦（Ｄ）/（Ａ）≦０．２９０である。
【請求項１２】
請求項１０又は１１に記載の方法であって、
　当該アブラナ科野菜含有飲食品のＢｒｉｘを５．０に換算したときの（Ａ）：フェニル
アセトアルデヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）の含有量（ｐｐｂ）は、８
９．０以上である。
【請求項１３】
請求項１０又は１１に記載の方法であって、当該アブラナ科野菜含有飲食品のＢｒｉｘを
５．０に換算したときの（Ａ）：フェニルアセトアルデヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃｅｔａｌ
ｄｅｈｙｄｅ）、（Ｂ）：２－ヘキセナール（２－Ｈｅｘｅｎａｌ）、（Ｃ）：１－オク
テン－３－オン（１－Ｏｃｔｅｎｅ－３－ｏｎｅ）、及び（Ｄ）：ジメチルトリスルフィ
ド（Ｄｉｍｅｔｈｙｌｔｒｉｓｕｌｆｉｄｅ）の含有量（ｐｐｂ）は、
（Ａ）：８９．０以上１０７．０以下、
（Ｂ）：０．２０以上０．４８以下、
（Ｃ）：１．３８以上３．８７以下、かつ
（Ｄ）：６．５０以上２５．８３以下である。
【請求項１４】
請求項１０～１３の何れかに記載の方法であって、（Ａ）：フェニルアセトアルデヒド（
Ｐｈｅｎｙｌａｃｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）と、（Ｅ）：ブチルイソチオシアネート（Ｂｕ
ｔｙｌｉｓｏｔｈｉｏｃｙａｎａｔｅ）との含有量の関係が、
０≦（Ｅ）／（Ａ）≦０．０００４５である。
【請求項１５】
アブラナ科野菜含有飲食品のコクを強化する方法であって、調整されるのは、（Ａ）：フ
ェニルアセトアルデヒド（Ｐｈｅｎｙｌａｃｅｔａｌｄｅｈｙｄｅ）、（Ｂ）：２－ヘキ
セナール（２－Ｈｅｘｅｎａｌ）、（Ｃ）：１－オクテン－３－オン（１－Ｏｃｔｅｎｅ
－３－ｏｎｅ）、及び（Ｄ）：ジメチルトリスルフィド（Ｄｉｍｅｔｈｙｌｔｒｉｓｕｌ
ｆｉｄｅ）、の含有量であり、当該アブラナ科野菜含有飲食品のＢｒｉｘを５．０に換算
したときの（Ａ）～（Ｄ）の含有量（ｐｐｂ）が、
（Ａ）：８９．０以上１０７．０以下、
（Ｂ）：０．２０以上０．４８以下、
（Ｃ）：１．３８以上３．８７以下、かつ
（Ｄ）：６．５０以上２５．８３以下である。
【請求項１６】
請求項１４又は１５に記載の方法であって、
　当該アブラナ科野菜含有飲食品のＢｒｉｘを５．０に換算したときの、（Ｅ）：ブチル
イソチオシアネート（Ｂｕｔｙｌｉｓｏｔｈｉｏｃｙａｎａｔｅ）の含有量（ｐｐｂ）は
、
（Ｅ）：０以上０．０４以下である。
【請求項１７】
請求項１０～１６の何れかに記載の方法であって、
当該飲食品が、搾汁液、エキス（抽出液）、又は紛体の何れかである。
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【請求項１８】
請求項１０～１７の何れかに記載の方法であって、当該飲食品の原料が少なくともブロッ
コリー、タマネギ、セロリ、及びニンジンである。
 


	header
	written-amendment

